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紹
介
と
批
評

近
代
日
本
研
究
会
編

『
昭
和
期
の
軍
部
』

　
　
（
年
報
・
近
代
日
本
研
究
一
・
一
九
七
九
）

一

　
昭
和
史
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
か
か
え
な
が
ら
も
着
実
に
発
展
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
制
約
の
第
一
は
時
代
が
新
し
い
た
め
に
資
料
に
問
題
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
時
代
が
新
し
い
だ
け
に
資
料
は
多
い
が
、
信
用
す
る
に
足
る
第

一
次
資
料
た
り
え
な
か
つ
た
り
、
関
係
者
が
存
命
中
で
公
開
が
は
ば
か
ら
れ
た

り
極
東
国
際
軍
事
裁
判
以
後
お
び
た
だ
し
く
出
さ
れ
た
回
想
録
の
類
が
、
自
己

弁
護
か
一
面
的
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
つ
た
り
、
は
な
は
だ
し
ぎ
に
い
た
つ
て

は
戦
争
犯
罪
の
証
拠
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
意
図
的
に
焼
却
し
た
り
、

あ
る
い
は
戦
災
で
失
わ
れ
た
り
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
逆
に
い
え
ば
戦
後
三
五
年
を
経
過
し
、
新
資
料
の
発
掘
が
行
わ
れ
る

こ
と
、
存
命
中
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
可
能
な
こ
と
な
ど
に
よ
つ
て
未

知
の
資
料
を
利
用
で
き
る
と
い
う
喜
び
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
　
（
一
一
八
四
）

　
制
約
の
第
二
は
現
代
史
研
究
に
つ
ぎ
も
の
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
束
縛
で
あ

る
。
「
皇
国
目
本
」
の
「
鬼
畜
米
英
」
に
対
す
る
正
義
の
戦
い
“
「
大
東
亜
戦
争

史
観
」
が
敗
戦
を
境
に
、
「
民
主
主
義
」
の
「
軍
国
主
義
」
に
対
す
る
正
義
の

戦
い
－
「
東
京
裁
判
史
観
」
、
ま
た
戦
前
・
戦
中
ま
か
り
通
つ
た
皇
国
史
観
に

対
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
が
近
現
代
史
を
著
し
く
ゆ
が
め
た
も
の
と
し
て
ぎ

た
。
ま
さ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
土
足
で
歴
史
研
究
の
中
に
入
り
こ
ん
で
く
る
状

況
す
ら
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
史
研
究
を
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
束
縛
か
ら
解
き
放
そ
う
と
い
う
試
み
は
何

度
か
行
わ
れ
た
。
遠
山
茂
樹
、
今
井
清
一
、
藤
原
彰
三
氏
共
著
の
『
昭
和
史
』

（
岩
波
新
書
）
（
昭
和
三
〇
年
）
に
対
す
る
文
芸
評
論
家
亀
井
勝
一
郎
氏
の
「
こ
の

本
に
は
人
間
が
描
け
て
い
な
い
』
と
の
批
判
が
、
著
者
の
反
批
判
、
さ
ら
に
歴

史
学
者
、
政
治
学
老
を
巻
き
込
ん
で
の
「
昭
和
史
論
争
」
へ
と
発
展
し
て
い
つ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
昭
和
史
研
究
の
中
で
も
研
究
対
象
が
こ
と
軍
部
と
な
る
と
、
そ
う
し
た
制
約

は
よ
り
一
層
強
く
な
つ
て
く
る
。
戦
争
責
任
を
全
て
軍
部
に
押
し
つ
け
「
悪
玉
」

の
役
割
を
担
わ
せ
た
た
め
、
そ
の
政
治
的
役
割
を
学
問
的
に
評
価
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
と
い
つ
て
良
い
。
皇
道
派
と
統
制
派
と
の
対

立
、
あ
る
い
は
二
・
二
六
事
件
に
代
表
さ
れ
る
軍
青
年
将
校
の
ク
ー
デ
タ
！
の

研
究
は
あ
る
が
、
軍
の
演
じ
た
政
治
的
役
割
を
解
明
し
た
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く

な
い
。

　
こ
の
度
刊
行
さ
れ
た
近
代
日
本
研
究
会
に
よ
る
『
昭
和
期
の
軍
部
』
は
こ
う

し
た
意
味
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。



二

　
本
書
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

特
集
・
昭
和
期
の
軍
部

　
陸
軍
『
革
新
派
』
の
展
開

　
陸
軍
派
閥
対
立
（
一
九
三
一
～
三
五
）
の
再
検
討

　
　
－
対
外
・
国
防
政
策
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
デ
ォ
ヨ
ギ
ロ

　
「
統
制
派
」
の
「
経
済
政
策
思
想
」

　
　
ー
新
庄
健
吉
の
場
合
－

　
国
策
統
合
機
関
設
置
問
題
の
史
的
展
開

　
　
ー
企
画
院
創
設
に
い
た
る
政
治
力
学
－

　
防
共
協
定
強
化
交
渉
と
独
ソ
不
可
侵
条
約

　
　
1
い
わ
ゆ
る
「
複
雑
怪
奇
」
問
題
を
中
心
と
し
て
i

　
国
民
義
勇
隊
に
関
す
る
一
考
察

　
昭
和
一
七
～
二
〇
年
の
近
衛
－
真
崎
グ
ル
ー
プ

史
料
紹
介

　
「
真
崎
甚
三
郎
日
記
（
消
光
録
）
」
（
昭
和
十
三
年
）

研
究
論
文

　
維
新
政
府
成
立
直
後
に
お
け
る
岩
倉
具
視
の
政
治
行
動

　
地
方
政
治
に
お
け
る
選
挙
の
過
程

書
評
・
学
界
動
向

　
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
東
ア
ジ
ア
政
策
を
め
ぐ
つ
て

　
　
　
紹
介
と
批
評

佐
々
木
隆

北
岡
　
伸
一

塩
崎
　
弘
明

御
厨
　
　
貴

野
村
　
　
実

照
沼
　
康
孝

伊
藤
　
　
隆

板
垣
　
哲
夫

川
人
　
貞
史

木
畑
　
洋
一

　
ゴ
ー
ド
ン
・
バ
ー
ガ
ー
『
日
本
に
お
け
る
政
党
の
権
力
喪
失
過
程
一
九
三
一

　
－
一
九
四
ζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
厨
　
　
貴

　
本
書
の
性
格
か
ら
し
て
特
集
の
部
分
に
収
め
ら
れ
た
七
編
の
論
文
の
う
ち
興

味
あ
る
も
の
を
中
心
に
書
評
の
筆
を
と
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
佐
々
木
論
文
は
従
来
の
通
説
ー
大
正
末
年
か
ら
続
い
て
き
た
宇
垣
系
勢
力

の
時
代
は
、
昭
和
六
年
末
の
荒
木
陸
相
の
登
場
と
そ
の
後
の
一
連
の
党
派
的
人

事
に
よ
つ
て
幕
を
閉
じ
、
　
「
皇
道
派
」
の
時
代
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
　
「
皇
道

派
」
の
全
盛
も
長
く
は
続
か
ず
、
八
年
秋
の
「
五
相
会
議
」
で
の
政
治
的
敗
北

を
機
に
「
統
制
派
」
の
台
頭
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
「
統
制
派
」

は
「
皇
道
派
」
と
数
々
の
暗
闘
を
く
り
返
し
た
後
、
二
・
二
六
事
件
の
収
拾
と

そ
れ
に
伴
う
「
粛
軍
」
で
決
定
的
勝
利
を
お
さ
め
る
ー
に
対
し
、
こ
れ
で
は

大
ま
か
な
「
陸
軍
小
史
」
と
し
て
は
有
効
で
あ
つ
て
も
、
説
得
的
で
な
い
部
分
、

あ
る
い
は
看
過
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
し
て
次
の
よ
う
な
点

に
注
目
を
し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
は
「
皇
道
派
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
人
々
の
離
合
集
散
と
そ
の
原
因
・

理
由
の
問
題
・
す
な
わ
ち
荒
木
貞
夫
・
真
崎
甚
三
郎
・
林
銑
十
郎
の
三
将
軍
は

本
来
「
三
位
一
体
」
と
さ
れ
、
　
「
皇
道
派
」
の
中
心
的
存
在
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
荒
木
・
真
崎
・
林
と
が
昭
和
九
年
初
頭
以
降
な
ぜ
「
対
立
」
す
る
よ
う

に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
従
来
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
来
的
に
コ
体
」
で

あ
る
の
か
等
疑
問
の
点
が
少
な
く
な
い
。
第
二
に
当
初
「
皇
道
派
」
の
中
堅
幕
僚

と
見
な
さ
れ
て
い
た
永
田
鉄
山
・
東
条
英
機
等
が
荒
木
・
真
崎
等
と
訣
を
分
か

ち
、
や
が
て
は
元
来
荒
木
直
系
の
様
に
考
え
ら
れ
て
い
た
鈴
木
貞
一
も
こ
れ
に

加
わ
つ
て
「
統
制
派
」
の
中
核
を
形
成
し
て
ゆ
く
に
至
る
過
程
及
理
由
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
　
（
一
一
八
五
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

て
も
判
然
と
し
な
い
点
が
多
い
。
第
三
に
両
集
団
を
構
成
す
る
高
級
将
官
・
中

堅
幕
僚
・
青
年
将
校
の
関
係
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
人
態
度
・
理
念
の
共
通
性
と
落

差
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
分
析
を
進
め
る
。
さ
ら

に
本
論
文
は
「
宇
垣
系
」
勢
力
の
間
題
に
つ
い
て
も
論
ず
る
。
　
「
宇
垣
系
」
は

「
皇
道
派
」
と
「
統
制
派
」
の
暗
闘
以
外
に
第
三
勢
力
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
宇
垣
系
－
陸
軍
本
流
を
主
題
と
し
た
問
題
点
を
摘

出
す
る
。
佐
々
木
氏
は
諸
集
団
の
利
害
が
最
も
端
的
に
表
わ
れ
る
人
事
問
題
を

主
な
指
標
と
し
て
「
南
次
郎
日
記
」
「
真
崎
甚
三
郎
日
記
」
「
鈴
木
貞
一
日
記
」

な
ど
の
新
資
料
を
も
と
に
分
析
を
加
え
、
一
種
の
「
問
題
点
の
交
通
整
理
」
を

試
み
る
。
宇
垣
一
成
と
そ
の
周
囲
に
形
成
さ
れ
た
人
間
集
団
お
よ
び
そ
の
「
二

次
系
」
を
総
合
す
る
『
陸
軍
本
流
』
の
形
成
、
一
方
長
州
閥
専
横
へ
の
批
判
の

中
か
ら
生
ま
れ
、
陸
大
出
身
者
に
よ
る
「
人
事
の
会
」
は
そ
の
後
曲
折
を
経
て

「
一
夕
会
」
と
し
て
再
発
足
し
、
三
月
事
件
、
一
〇
月
事
件
を
経
て
荒
木
陸
相

の
登
場
、
荒
木
を
中
心
に
真
崎
・
林
を
加
え
た
政
治
集
団
の
形
成
、
佐
々
木
氏

の
言
葉
を
借
り
る
と
「
原
初
皇
道
派
」
が
形
成
さ
れ
、
陸
軍
本
流
派
と
対
立
、

こ
の
『
原
初
行
動
派
」
が
荒
木
・
真
崎
と
林
の
関
係
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
分

化
し
、
林
・
永
田
鉄
山
の
主
導
す
る
「
初
期
統
制
派
」
が
成
立
、
陸
軍
本
流
と

初
期
統
制
派
が
連
合
し
て
皇
道
派
を
要
路
か
ら
駆
逐
し
て
い
く
状
況
が
綿
密
に

検
討
さ
れ
る
。

　
南
目
記
を
基
本
資
料
に
使
用
し
細
か
い
人
事
の
動
き
を
逐
一
追
つ
て
い
く
手

堅
い
作
業
は
驚
嘆
に
価
す
る
が
、
次
に
紹
介
す
る
北
岡
論
文
と
並
ん
で
、
権
力

を
志
向
し
て
離
合
集
散
の
激
し
い
派
閥
が
、
人
事
あ
る
い
は
政
策
面
で
こ
れ
ほ

ど
は
つ
き
り
独
自
の
立
場
を
発
揮
し
う
る
の
か
若
干
の
疑
問
が
残
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
　
（
一
一
八
六
）

　
北
岡
論
文
は
陸
軍
の
宇
垣
系
勢
力
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
つ
た
南
次
郎
を
中

心
に
陸
軍
内
の
派
閥
対
立
を
分
析
し
、
そ
れ
が
日
本
の
政
治
に
お
よ
ぼ
し
た
影

響
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
論
文
が
人
事
を
中
心
と
す
る
分
析
を
行

つ
た
の
に
対
し
、
北
岡
論
文
は
国
防
政
策
お
よ
び
対
外
政
策
に
お
け
る
一
致
や

相
違
の
側
面
を
重
視
す
る
。
従
来
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
政
策
面
で

の
分
析
の
目
新
し
さ
、
さ
ら
に
は
政
策
面
で
の
分
析
に
よ
つ
て
、
陸
軍
内
で
の

派
閥
対
立
と
日
本
政
治
全
体
と
の
変
動
を
統
一
的
に
把
握
で
き
る
と
い
う
利
点

が
本
論
文
の
特
徴
で
あ
る
。
と
り
あ
つ
か
つ
た
時
期
は
荒
木
陸
相
時
代
（
昭
和

六
年
一
二
月
～
九
年
一
月
）
を
中
心
と
し
、
そ
の
前
後
南
の
陸
相
就
任
（
六
年
四
月
）

か
ら
皇
道
派
の
没
落
、
す
な
わ
ち
南
の
関
東
軍
指
令
官
就
任
（
九
年
二
戸
）
乃

至
一
〇
年
八
月
人
事
ま
で
で
あ
る
。
陸
相
に
就
任
し
た
南
は
宇
垣
系
勢
力
の
相

当
部
分
と
南
独
自
の
勢
力
を
結
集
し
軍
制
改
革
と
満
州
問
題
を
中
心
に
政
策
を

展
開
し
よ
う
と
し
た
。
軍
制
改
革
は
装
備
の
近
代
化
と
共
に
軍
隊
の
満
鮮
移
駐

で
あ
る
。
満
鮮
移
駐
は
財
政
的
に
も
国
際
政
治
的
に
も
、
時
の
政
府
の
方
針
と

相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
政
府
の
反
対
に
会
う
が
、
満
州
事
変
の
開
始
で
状
況

は
一
変
し
、
内
閣
は
譲
歩
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
南
の
満
州
問
題
解
決
方
針

は
軍
制
問
題
と
密
接
に
結
び
付
き
、
国
内
世
論
の
形
成
、
国
際
環
境
の
調
整
を
含

め
て
漸
進
論
の
立
場
で
あ
つ
た
。
し
か
し
満
州
事
変
勃
発
後
は
満
州
の
独
立
・

日
中
両
国
の
直
接
交
渉
に
よ
る
連
盟
の
干
渉
排
除
・
北
満
鉄
道
以
北
お
よ
び
錦

州
以
西
へ
の
進
出
反
対
の
方
針
を
貫
こ
う
と
し
た
が
、
こ
う
し
た
漸
進
的
な
満

州
政
策
は
消
極
策
と
見
ら
れ
、
や
が
て
南
を
め
ぐ
る
反
対
派
の
結
集
お
よ
び
南

の
退
陣
に
つ
な
が
る
。
荒
木
を
中
心
と
す
る
軍
制
改
革
反
対
論
者
、
急
進
的
満

州
政
策
を
主
張
す
る
関
東
軍
幕
僚
、
こ
れ
に
連
つ
て
国
内
改
造
を
要
求
し
、
や



が
て
一
〇
月
事
件
を
引
ぎ
起
す
桜
会
を
中
心
と
す
る
勢
力
な
ど
が
浮
上
し
て
く

る
。
し
か
し
荒
木
の
陸
相
就
任
と
人
事
異
動
に
よ
る
皇
道
派
支
配
の
確
立
は
南

の
反
発
を
呼
び
、
対
立
の
激
化
と
均
衡
が
成
立
す
る
。
や
が
て
荒
木
陸
相
は
政

策
的
行
き
詰
り
に
直
面
し
、
病
気
を
理
由
に
辞
任
す
る
。
皇
道
派
、
南
系
双
方

の
思
惑
に
よ
つ
て
後
任
に
は
林
教
育
総
監
が
就
任
し
、
人
事
も
中
道
的
な
も
の

と
な
る
。
一
方
若
槻
内
閣
の
崩
壊
と
と
も
に
陸
相
の
地
位
を
去
つ
た
南
は
、
昭

和
六
年
一
二
月
下
旬
か
ら
七
年
一
月
初
旬
に
か
け
て
満
州
視
察
旅
行
を
行
い
、

満
州
の
独
立
国
家
化
に
つ
い
て
の
信
念
を
深
め
さ
ら
に
満
州
に
対
す
る
指
導
体

制
の
確
立
、
す
な
わ
ち
都
督
府
設
置
の
必
要
を
確
信
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
二

つ
を
推
進
し
う
る
人
物
と
し
て
南
は
内
田
満
鉄
総
裁
に
注
目
し
接
近
す
る
。
宇

垣
は
内
田
に
よ
つ
て
展
開
さ
れ
た
国
際
連
盟
と
の
対
決
に
は
批
判
的
で
あ
つ
た

が
、
内
田
を
支
持
し
た
南
は
連
盟
と
い
う
普
遍
主
義
的
国
際
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
は
対
決
的
で
あ
つ
た
も
の
の
、
二
国
間
関
係
の
積
み
重
ね
と
し
て
の
国
際
関

係
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
志
向
は
あ
つ
た
。
そ
の
具
体
化
が
フ
ラ
ン
ス
ヘ

の
接
近
で
あ
つ
た
。
満
州
に
対
す
る
資
本
の
導
入
・
反
英
・
対
ソ
牽
制
を
含
め

て
の
構
想
で
あ
つ
た
。
ソ
連
の
不
可
侵
条
約
締
結
申
し
入
れ
に
対
し
、
当
初
冷

淡
で
あ
つ
た
内
田
が
積
極
的
に
な
つ
た
の
は
、
南
の
影
響
が
あ
つ
た
と
北
岡
氏

は
推
論
し
て
い
る
が
、
や
が
て
対
仏
提
携
・
対
ソ
接
近
は
皇
道
派
と
南
系
の
対

立
に
よ
つ
て
後
退
し
、
目
本
は
連
盟
を
脱
退
し
国
際
的
に
孤
立
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
皇
道
派
の
対
外
政
策
が
提
示
さ
れ
る
。
皇
道
派
は
対
ソ
接
近
に
反

対
す
る
。
す
な
わ
ち
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
は
日
本
の
世
論
を
「
北
守
南
進
」

に
向
け
る
可
能
性
が
強
く
、
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
「
南
進
」
は
不
可
避
的
に

揚
子
江
流
域
で
英
米
と
衝
突
を
す
る
、
し
た
が
つ
て
日
ソ
不
可
侵
条
約
は
締
結
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し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
皇
道
派
は
英
米
と
の
接
近
を

考
え
、
そ
の
た
め
に
も
中
国
、
す
な
わ
ち
国
民
党
に
接
近
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
た
。
同
時
に
皇
道
派
は
対
ソ
国
防
政
策
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の

案
を
提
示
す
る
。
し
か
し
広
田
外
交
に
こ
め
ら
れ
た
皇
道
派
の
対
外
政
策
は
南

系
の
復
興
と
統
制
派
の
台
頭
に
よ
つ
て
打
ち
砕
か
れ
る
。

　
北
岡
論
文
は
対
外
・
国
防
政
策
体
系
を
前
提
と
し
て
分
析
し
た
結
果
、
従
来

の
通
説
、
宇
垣
系
支
配
↓
宇
垣
系
の
没
落
・
初
期
皇
道
派
の
支
配
↓
初
期
皇
道

派
か
ら
の
統
制
派
の
分
離
・
皇
道
派
と
統
制
派
の
対
立
↓
統
制
派
の
支
配
に
対

し
、
こ
の
時
期
、
一
貫
し
て
底
流
を
な
し
て
い
た
の
は
む
し
ろ
二
つ
の
対
外
・

国
防
政
策
の
間
の
対
立
で
あ
つ
た
と
す
る
分
析
は
明
解
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

後
の
「
粛
軍
」
は
陸
軍
内
部
か
ら
派
閥
の
存
在
を
除
去
し
た
が
、
同
時
に
陸
軍

内
部
の
核
と
な
り
、
陸
軍
と
他
の
政
治
集
団
を
結
び
つ
け
う
る
政
治
的
軍
人
の

全
て
を
排
除
し
て
し
ま
つ
た
。
二
・
二
六
事
件
以
後
対
外
政
策
・
国
防
政
策
は

次
々
と
提
唱
さ
れ
た
も
の
の
諸
政
策
の
体
系
性
・
整
合
性
が
欠
け
、
ま
た
陸
軍

内
外
に
対
し
て
こ
の
政
策
体
系
を
実
現
し
て
い
く
権
力
核
が
消
滅
し
て
し
ま
つ

た
。
北
岡
論
文
は
著
書
『
目
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
－
一
九
〇
六
i
一
九
一
八

年
』
で
示
し
た
綿
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
る
。

　
佐
々
木
、
北
岡
両
論
文
に
紙
数
を
使
い
過
ぎ
た
。
以
下
他
の
論
文
に
つ
い
て

簡
単
に
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
塩
崎
論
文
は
、
統
制
派
の
中
心
人
物
で
あ
り

国
家
総
動
員
体
制
を
手
掛
け
た
永
田
鉄
山
の
直
系
と
い
わ
れ
る
新
庄
健
吉
の
経

済
政
策
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
彼
の
「
関
係
文
書
」
1
報
告
書
、
論
文
の
草
稿
、
日

記
、
書
簡
、
メ
モ
ー
か
ら
追
つ
た
も
の
で
あ
る
。
一
経
理
官
に
し
か
過
ぎ
な
い

新
庄
は
影
響
力
と
い
う
点
で
は
検
討
の
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
永
田
・
武
藤
に
つ
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ら
な
る
人
脈
と
い
う
点
か
ら
考
え
、
軍
部
の
経
済
政
策
思
想
ひ
い
て
は
戦
時
経

済
研
究
、
昭
和
戦
時
期
の
解
明
へ
一
つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
御
厨
論
文
は
、

本
論
文
集
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
断
片
的
に
し
か

扱
わ
れ
て
こ
な
か
つ
た
昭
和
十
年
代
の
機
構
改
革
問
題
を
新
し
い
統
合
主
体
創

設
へ
の
模
索
過
程
と
と
ら
え
、
近
衛
新
体
制
問
題
な
ど
と
同
様
、
思
想
的
背
景

を
有
す
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
従
来
全
く
知
ら
れ
て

い
な
か
つ
た
第
一
次
資
料
を
基
礎
に
国
策
統
合
機
関
設
置
問
題
を
企
画
院
を
ケ

ー
ス
に
と
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
、
見
事
に
成
功
し

て
い
る
。
し
か
も
大
蔵
省
が
企
画
院
の
創
設
と
そ
の
後
身
の
解
体
と
を
巧
み
に

運
用
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
経
済
成
長
路
線
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
意
味
で
、
戦
後
日
本
の
統
治
構
造
の
原
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
今
日
的

意
義
も
本
論
文
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
野
村
論
文
は
他
の
論
文
と
は
い
さ
さ

か
異
質
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
七
月
の
劇
的
な
ニ
ク
ソ
ソ
訪
中
発
表
に
対
す
る

日
本
人
の
驚
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
一
九
三
九
年
八
月
独
ソ

不
可
侵
条
約
が
調
印
さ
れ
た
折
の
平
沼
内
閣
の
「
複
雑
怪
奇
」
声
明
に
共
通
点

を
見
出
し
、
一
九
三
九
年
当
時
の
日
本
の
政
策
立
案
者
の
実
体
を
、
現
地
、
内

閣
、
軍
部
（
陸
、
海
軍
）
と
軽
快
な
筆
致
で
フ
ォ
戸
1
し
た
も
の
で
あ
る
。
他

の
論
文
の
よ
う
な
重
苦
し
さ
は
な
く
か
え
つ
て
大
筋
を
す
つ
き
り
浮
き
上
ら
せ

て
い
る
。
照
沼
論
文
も
、
こ
れ
ま
で
殆
ん
ど
扱
わ
れ
な
か
つ
た
太
平
洋
戦
争
末

期
の
女
子
を
含
む
国
民
統
合
組
織
H
国
民
義
勇
隊
の
組
織
の
実
体
、
組
織
過
程

を
追
つ
た
も
の
で
あ
る
。
同
隊
が
官
庁
間
の
主
導
権
争
い
の
た
め
一
元
的
な
組

織
化
を
な
し
得
ず
、
戦
闘
隊
へ
の
転
換
も
結
局
で
き
な
か
つ
た
こ
と
が
克
明
に

描
か
れ
て
い
る
。
伊
藤
論
文
は
、
本
書
の
実
質
的
編
集
者
で
あ
り
、
永
年
手
掛
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け
た
問
題
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
野
村
論
文
を
除
く
他
の
論
文

が
速
球
一
本
槍
の
全
力
投
球
で
あ
る
の
に
較
べ
、
カ
ー
ブ
、
チ
ェ
ソ
ジ
・
ア
ッ

プ
を
混
え
た
余
裕
の
あ
る
好
論
文
で
あ
る
。
真
崎
日
記
か
ら
昭
和
一
七
ー
二
〇

年
の
近
衛
グ
ル
ー
プ
の
政
権
構
想
が
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
提
示
さ
れ
る
。

三

　
本
書
の
価
値
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
、
「
真
崎
甚
三
郎
日
記
」
、
「
南
次
郎
目
記
」
、
「
新
庄
健
吉
関
係
文
書
」
、

「
星
埜
守
一
日
記
」
、
「
阿
南
惟
幾
関
係
文
書
『
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ぺ
ー
パ

ー
、
「
海
軍
省
調
査
課
資
料
」
、
「
外
務
省
記
録
」
な
ど
の
公
文
記
録
等
こ
れ
ま

で
殆
ん
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
第
一
次
資
料
を
発
掘
し
最
大
限
に
利

用
し
た
点
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
研
究
の

対
象
と
さ
れ
、
分
析
の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
昭
和
一
〇
年
代
の

「
軍
部
」
研
究
、
特
に
太
平
洋
戦
争
中
の
軍
部
に
つ
い
て
は
従
来
殆
ん
ど
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
が
、
企
画
院
を
取
り
上
げ
た
御
厨
論
文
、
国
民
義
勇

隊
の
照
沼
論
文
、
昭
和
一
七
～
二
〇
年
の
近
衛
ー
真
崎
グ
ル
ー
プ
を
扱
つ
た
伊

藤
論
文
は
こ
う
し
た
空
白
を
埋
め
る
典
型
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
分
析
の
視
角
乃
至
方
法
論
が
ざ
ん
新
な
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究

が
と
も
す
れ
ば
、
軍
部
”
悪
玉
論
を
実
証
す
る
、
あ
る
い
は
軍
内
部
の
葛
藤
を

謎
と
き
風
に
解
明
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
収
録
さ
れ
た

各
論
文
は
す
べ
て
実
証
主
義
の
立
場
を
貫
く
と
同
時
に
、
政
治
学
、
歴
史
学
の

枠
組
を
使
つ
て
通
説
へ
の
挑
戦
、
解
釈
の
し
直
し
を
行
つ
て
い
る
。



　
若
干
の
問
題
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ぺ
ー
パ
ー
に
依
拠

す
る
あ
ま
り
、
例
え
ば
南
次
郎
の
果
し
た
役
割
が
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い
は
し
ま

い
か
、
細
か
く
フ
ォ
ロ
ー
し
過
ぎ
た
あ
ま
り
、
人
事
移
動
、
人
脈
に
関
心
を
集

中
し
権
力
闘
争
の
た
め
離
合
集
散
が
常
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
「
気
の
合
つ
た
同
士
」

の
集
合
体
を
「
政
策
の
た
め
の
単
位
」
と
し
て
過
大
評
価
し
た
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
欲
を
言
え
ば
、
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
ほ
し
い
。

「
年
報
近
代
日
本
研
究
」
の
第
一
巻
で
あ
る
以
上
、
編
者
と
な
つ
て
い
る
近
代

日
本
研
究
会
と
は
い
か
な
る
組
織
な
の
か
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
に
い
た
る
ま

で
の
テ
ー
マ
の
選
択
、
定
例
研
究
会
の
開
催
、
原
稿
の
相
互
調
整
な
ど
が
ど
う

行
わ
れ
た
の
か
ま
た
今
後
同
研
究
会
は
い
か
な
る
研
究
を
行
う
の
か
、
本
書
を

ひ
も
と
く
者
に
と
つ
て
誰
し
も
知
り
た
い
点
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
問
に
応
え

る
に
は
伊
藤
隆
氏
の
編
集
後
記
は
簡
単
に
過
ぎ
る
。

　
本
書
に
つ
い
て
は
、
『
軍
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
史
』
を
は
じ
め
「
軍
部
」
研
究
の

先
駆
的
業
績
の
あ
る
秦
郁
彦
氏
、
防
衛
庁
戦
史
部
の
波
多
野
澄
雄
氏
な
ど
が
近

く
批
評
の
筆
を
執
る
と
聞
い
て
い
る
。
専
門
的
立
場
か
ら
の
書
評
は
両
氏
に
譲

り
た
い
が
、
本
書
の
刊
行
に
よ
つ
て
日
本
に
お
け
る
「
軍
部
」
研
究
が
質
、
量

共
に
一
層
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
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